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1 は じ め に

小麦後作大豆の栽培法については,こ れまで既に栽植密

度及び栽植様式について検討し,栽植密度としてはα当た

り2,800本 ,ま た,栽植様式については,こ れまでの一条

播きに比べて二条播きの方がより適していることを報告 し

た。。

本報では,こ うした既往の成果をふまえながら,更に小

麦後作大豆の生産力を向上させるため,極晩播大豆に対す

る窒素追肥の効果について検討したところ,一応の成果が

得られたので報告する。

2試 験 方 法

(1)供試品種  東北66号 (早生 ,多収)

(a 播 種 期  57年 :7月 6日 ,58年 :7月 11日

(0 栽植密度及び栽植様式  2800本 /α  二条播き

〔畦幅 (30+70)/2¨ ×株間14"]

(4)基 肥 量  N103,P201:12,K20112,
(″ /σ ) 石灰 10

に, 追肥量及び区の構成

表 l 追肥量及び実施年次

区 名 無追肥 追肥 3 追肥 6 追肥 9

追肥量(″ 10′ ) N:0 N:3 N:6 N:9

実 施 年 次 57.58年 57,58年 57,58年 58年

注 追肥の方法 :硫安を用い,57年は開花期 (3月 17

日 ),58年 は開花期 3日 後 (8月 22

日)に畦間施用した。

0)圃場条件  上壌 :細粒褐色台地上,前作 :小麦全

画全層播 ,麦得全量搬出

3 結果及び考察

(1)生育に対する追肥の効果

茎葉乾物重及び葉面積は,表 2に示すとおり,窒素の追

肥により10～ 20%増加した。しかし,こ の場合追肥量によ

る差は判然としなかった。生育諸形質に対する追肥の効果

は,表 3に示すとおり,´ 当たり06″以上の追肥区では ,

主茎長,主茎節数,総節数,分枝数などの形質が増加する

ことを認めたが,03″区では分枝数以外に形質の増加は

認められなかった。

極晩llI大豆にとって生育量を増加させることは,生産力

を向上させるうえで重要であるが,本試験の結果,そ うし

た生育量の増加に対 しては,窒素の追肥が極めて有効であ

ることを認めた。そして ,そ の場合の追月巴量としては,α

当たり06塚以上がより効果的であると思われた。

表2 生育量に及ぼす追肥の効果 (昭 58)
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注 9月 10日 調査,乾物重で示す。

表3 生育諸形質に及ぼす追肥の効果 (昭 58)
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注 成熟期調査。

0)収量構成要素及び収量に対する窒素追肥の効果

奏数は,窒素追肥することで着葵節数及びその一節当た

りの葵数が増え,図 1に示すように,いずれの追月巴区でも

増加した。奏数増加の程度は′当たり06り までは追肥量

を増すほど大きくなる傾向を示したが,それ以上ではほと

んど葵数の増加は認められなかった。

一葵内粒数については,図 2に示すとおり,追肥の影響

は判然とせず,その効果を認めるまでには至らなかった。

また,百粒重についても,図 3に 示すとおり,年次により

傾向が異なるなど,追肥との関係は明確ではなかった。
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子実収量は ,窒 素追肥により爽数が増加することで増収

した。しかし,図 4に 示すように,σ 当たり03″程度の

追肥量では,葵数の増加割合が少ないため,57年のように

百粒重等力減 少するような場合には増収効果が認められず ,

追肥量としては不十分と思われた。これに対して 当́たり

06″ の追肥では 2か年とも無追肥区に比べ10%以上増収

しており,追肥により安定 した増収効果を得るためには ,

061夕 /α 以上の追肥量が必要であると判断された。また ,

追肥量の上限については,奏数ではα当たり06り で頭打

ちの状態になっているものの,子実量では09り の追肥で

〔追肥 3〕 〔追肥 6〕 〔追肥9〕

図1 薬数に対する追肥の効果
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図2 -奏内粒数に対する追肥の

影響 (昭 58年 )
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図4 追肥による増収効果

注 ( )内数はク当たり実収り。

も本試験の場合頭打ちの状態になっていないことから,今
後更に検討の余地があると思われる。

●)収益性に対する窒素追肥の効果

追肥による収益性の向上について,昭和58年の試験結果

をもとに試算した結果,10α 当たりの粗収益の伸びは,0
6″ /´ 追肥で9,746円 ,0,″ /α では12,613円 で,こ

れより肥料代を差 し引いても0611P/α 追肥で約8,500円
,

09″ /ι 追肥では10,500円 となり,収益性が向上するこ

とを認めた。

4 摘

① 生育量の増加に対しては,06″ /α 以上の窒素追

肥がより有効であることを認めた。

② 安定した増収効果を得るための窒責追肥量としては ,

α当たり03″ 程度では不十分で,o6″ 以上必要である

と判断された。

③ 10α 当たりの粗収益の伸びは,昭和58年の試験結果

では,窒素06″ /α 追肥で,746円 ,09り /a追肥で

は1_2613円 で,これより肥料代を差 し引いても06″ /α

追肥で約8.500円 ,09″ /′ 追肥では10,500円 となり ,

収益性が向上することを認めた。

1)酒井孝雑,大和田正幸 1981 小麦跡極晩播大豆の栽

植密度と様式 日作東北支報 24;141-142
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〔追肥 3〕 〔追月巳6〕 〔追肥 9〕

図3 百粒重に対する追肥の影響
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